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I 商店街実態調査 

第１章． 商店街の運営現状 

１． 商店街タイプ 

回答者が加入している商店街を近隣型・地域型・広域型・超広域型の４つのタイプか

ら選んでいただいた結果、近隣型商店街が 60.3％、地域型商店街が 22.1％となってい

る。 

 

 
【商店街タイプの定義】 

近 隣 型 商 店 街： もっぱら近隣住民が徒歩、自転車で来街して日常の買い物をする商店街 

地 域 型 商 店 街： 鉄道駅に近接し、もっぱら区内の住民が徒歩・自転車・バス等で来街して日

常の買い物をする商店街 

広 域 型 商 店 街： 鉄道駅に近接し、百貨店・量販店等を含む大型店があり、もっぱら電車や

自動車による区内外からの来街者が多い商店街 

超広域型商店街： 鉄道駅に近接し、有名専門店・高級専門店を中心に構成され、市外も含む

遠距離からの来街者が多い商店街 

 
図表 1 商店街タイプ 

N=272

近隣型商店街
60.3%

地域型商店街
22.1%

広域型商店街
5.1%

超広域型商店街
2.9%

無回答
9.6%
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２． 組織形態 

商店街の組織形態については、任意団体が 76.5%となっている。 

また任意団体のうち法人化の意向が「ある」と回答した商店街は、3.4％である。 

 
図表 2 商店街の組織形態（左）と法人化の意向（任意団体の商店街）（右） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

※ 今回の調査と平成 18 年度調査では選択肢の項目

が異なるため、比較ができないものがある。 
 

３． 商店街店舗数と会員構成 

商店街の店舗数は「21～50 店舗」が最も多く、全体の 39.3％となっている。 

商店街を構成する店舗の商店街組織への加入率は、正会員・準会員を合わせると

90.1%となっている。 

 
図表 3 商店街店舗数（正会員・準会員・非会員すべて含む） 

26.1

39.3

22.8

9.2

2.6

29.2

43.1

5.4

0.3

22.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20店以下

21～50店

51～100店

101店以上

無回答
平成21年度調査　N=272

平成18年度調査　N=332
 

※ 平成 18 年度調査は非会員を含まない。 
 

図表 4 商店街への加入状況 

商店街数
（無回答除く）

総店舗数
1商店街あたりの

平均店舗数

正会員数 10,215 (80.7%)

準会員数 1,194 (9.4%)

非会員数 1,244 (9.8%)

会員種別店舗数及び
総店舗数に占める割合

265 12,653 47.7

5.5

12.5

2.6

2.9

3.3

12.7

84.0

-

76.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

振興組合

協同組合

任意団体

わからない

無回答

平成21年度調査　N=272

平成18年度調査　N=332

N=208

ない

74.5%

ある

3.4%
無回答

15.4%

わから

ない

6.7%
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４． 商店街活動に対する会員の参加状況 

商店街活動への参加状況をみると、役員又は限られた会員のみで商店街活動を運営し

ている商店街は 70.6%で、商店街活動に全会員が参加している商店街は 20.6%となっ

ている。 

 
図表 5 商店街活動への参加状況 

N=272

会員の輪番制

3.3%

全会員が参加

20.6%

わからない

1.5%

役員又は限られた

会員のみ参加

70.6%

無回答

4.0%

 

 
５． 商店街の方向性を検討する人材と検討頻度 

商店街の今後の方向性を検討する人材については、「会長・副会長」とする商店街が

68.4％で、「専任の事務局」とする商店街は 12.9%となっている。 

また、会長・副会長、選任の事務局以外に「検討している人材あり」は 12.1％、「外

部の専門家」は 8.8%となっている。 

 

図表 6 商店街の方向性を検討する人材（複数回答） 

N=272

68.4

12.9

12.1

8.8

13.6

7.4
5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

会長･副会長

専任の事務局

上記以外に検討している人材あり

連携する外部の専門家がいる

不在

その他

無回答  
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商店街の方向性を検討する会議等の開催頻度について最も多かったものは、「月 1～2

回程度」で 61.4%、「年数回程度」（29.0％）と「ほとんど行っていない」（3.3%）商

店街を合わせると 32.3%、「週 1 回程度」検討している商店街は 2.4％となっている。 

 
図表 7 商店街の方向性を検討する会議等の開催頻度 

N=210

週1回程度

2.4%

無回答

3.8%
ほとんど行っていない

3.3%

年数回程度

29.0%

月1～2回程度

61.4%
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６． 不足業種 

商店街に不足している業種について、最も多かったものは「鮮魚」で 42.6％、「精肉」

（38.2％）、「青果」（29.8％）と続き、生鮮３品が不足していると感じている商店街が

多い。 

 

図表 8 商店街に不足している業種（複数回答） 

29.8

38.2

42.6

22.1

14.0

8.1

8.5

9.2

4.4

3.3

7.0

9.2

6.6

7.0

0.4

3.7

0.7

2.6

1.8

2.2

2.9

4.8

8.8

6.3

16.0

11.1

7.2

-

7.0

5.1

9.2

2.2

5.1

4.0

4.4

0.7

2.1

6.0

5.4

5.1

3.0

6.6

3.6

25.6

32.8

39.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

青果

精肉

鮮魚

総菜

米殻

ﾊﾟﾝ

和洋菓子

その他食品

医薬品･化粧品

日用雑貨

ｺﾝﾋﾞﾆ

ｽｰﾊﾟｰ

書籍･文具

衣料品

趣味･ｽﾎﾟｰﾂ用品

時計･ﾒｶﾞﾈ･身回品

家電製品

飲食店

理容院･美容院

CD･DVD(ﾚﾝﾀﾙ含む)

ｴｽﾃ･整体

病院･診療所

保育施設･託児所

学習塾

介護施設

その他ｻｰﾋﾞｽ

金融機関(銀行等)

その他

不足業種はない

わからない

無回答

平成21年度調査　N=272

平成18年度調査　N=332

最寄り品

小売店

買回り品

小売店

飲食店

サービス

店

その他

 

※ 今回の調査と平成 18 年度調査では選択肢の項目が異なるため、比較ができないものがある。

平成 18 年度の結果のうち、今回の調査と比較できなかった項目は次のとおり。 
「菓子・パン」9.6％、「男子服」12.0％、「婦人・子供服」10.2％、「銀行・郵便局」6.6％、

「保育所・福祉サービス施設」7.8％ 
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７． 経営者の平均年齢 

横浜市内の商店街の経営者の平均年齢は、「60 代」（55.1%）と「70 代以上」（4.0%）

を合わせると、60 代以上の経営者が全体の 59.1%を占めている。 

 
図表 9 経営者の平均年齢 

N=272

わからない
7.4%

70代以上
4.0%

60代
55.1%

40代
2.6%

30代
－無回答

6.6%

50代
24.3%

 
 

８． 主な顧客層 

商店街の主な顧客層は「60 代」（48.5％）が最も多く、次いで「50 代」（44.9％）、

「40 代」（30.9％）となっている。 

 

 
図表 10 商店街の主要客層（複数回答） 

N=272

2.6

7.4

26.1

30.9

44.9

48.5

14.3

9.9

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

わからない

無回答
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９． 商店街が考える「顧客が商店街を利用する理由」 

商店街が考える「顧客が商店街を利用する理由」は、「自宅の近くにあり便利」（73.9％）、

「昔からの顔なじみである」（62.5％）が、続く「店に信用がある」（33.1％）、「お店

の人が親切である」（25.7％）を大きく上回っている。 

 
図表 11 商店街が考える顧客が商店街を利用する理由（複数回答） 

N=272

73.9

62.5

33.1

25.7

12.9

11.4

10.3

8.8

7.7

7.4

7.0

4.4

4.4

4.0

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自宅の近くにあり便利

昔からの顔なじみである

店に信用がある

お店の人が親切である

商品を配達してくれる

駐車場がある

ｲﾍﾞﾝﾄやﾎﾟｲﾝﾄｻｰﾋﾞｽがある

品質･鮮度が良い

使いやすい量で買える

価格が安い

品揃えがよい

ﾁﾗｼが入る

特売がある

その他

無回答
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第２章． ハード面の整備状況 

１． 空き店舗 

横浜市の商店街のうち、61.4％の商店街に空き店舗があり、そのうち、空き店舗が

10 店以上ある商店街も 10.2％ある。 

また、空き店舗がある商店街のうち、家主に「貸す意思のある空き店舗がある」商店

街は 52.1%となっている。一方、13.2％の商店街は店舗が空いていても家主に貸す意

思がない。 

 
図表 12 空き店舗状況 

61.4

32.7

5.9

63.9

31.9

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

空き店舗がある

空き店舗はない

無回答
平成21年度調査　N=272

平成18年度調査　N=332

 
 
 

図表 13 空き店舗数（左）と貸す意思のある店舗の有無（右） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

N=167

無回答

13.8%

4～5店

19.8%

2～3店

24.6%

1店

17.4%10店以上

10.2%

6～9店

14.4%

N=167

貸す意思

のある空き

店舗がある

52.1%
貸す意思

のある空き

店舗はない

13.2%

無回答

34.7%
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家主に空き店舗を貸す意思がある商店街の中で、空き店舗対策の一つとして創業者支

援に取り組む商店街は 35.6％あり、創業者支援のための方法としては、「家主への仲介」

（42.9％）、「家主への賃貸条件の交渉」（31.0％）という割合が高くなっている。 

 
図表 14 【空き店舗を貸す意思がある商店街】創業者支援実施状況（左）と 

創業者支援の内容（複数回答)（右） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２． 駐車場 

来店客用の駐車場が整備されている商店街は 32.7%、整備されていない商店街は

61.0%となっている。 

 
図表 15 駐車場の有無 

32.7

61.0

1.1

5.1

29.2

69.3

1.5

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

整備されている

整備されていない

検討中

無回答

平成21年度調査　N=272

平成18年度調査　N=332
 

 
 

N=42

31.0

14.3

2.4

9.5

42.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

店舗ｵｰﾅｰとの仲介

ｵｰﾅｰとの賃貸条件交渉

ﾁﾗｼ等の販売促進協力

商店会費の減免

その他

N=87

わからな

い

23.0%

無回答

2.3%

考えてい

ない

39.1%

創業者支

援を行っ

ている

35.6%
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３． 子育て支援サービス施設（保育施設・託児施設など） 

子育て支援サービス施設については、6.3％の商店街が既に「設置済み」であり、必

要性を感じている商店街は 24.2%（「必要」（7.7%）、「どちらかというと必要」（16.5%）

の合計）となっている。 

一方、子育て支援サービス施設は「商店街内に必要ない」とする回答は 27.9%で、

最も多くなっている。 

 
図表 16 子育て支援サービス施設についての考え 

N=272

わからない

15.4%

無回答

8.5%
設置済み

6.3%

どちらともいえない

17.6%
商店街内に必要ない

27.9%

どちらかというと必要

16.5%

商店街内に必要

7.7%

 
 

４． 高齢者交流施設 

高齢者交流施設については、3.7％の商店街が既に「設置済み」であり、必要性を感

じている商店街は 36.7%（「必要」（12.1%）、「どちらかというと必要」（24.6%）の

合計）となっている。 

一方、高齢者交流施設は「商店街内に必要ない」とする回答は 16.5%となっている。 

 
図表 17 高齢者交流施設についての考え 

N=272無回答

7.0%

わからない

12.9%

設置済み

3.7%

どちらともいえない

23.2%

商店街内に必要ない

16.5%

どちらかというと必要

24.6%

商店街内に必要

12.1%
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５． 子育て支援サービス施設・高齢者交流施設を設置できない背景 

子育て支援サービス施設及び高齢者交流施設の必要性を感じている（「必要」、「どちら

かというと必要」）と回答した商店街に対して、施設を設置できない理由をたずねたと

ころ、「場所がない」（45.9％）という回答が最も多く、次いで「運営できる人がいな

い」（35.1％）、「資金不足」（34.2％）、「推進する人がいない」（28.8％）となってい

る。 

 
図表 18 子育て支援施設・高齢者交流施設を設置できない理由（複数回答） 

N=111

45.9

35.1

34.2

28.8

4.5

12.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

場所がない

運営できる人がいない

資金不足

推進する人がいない

その他

無回答
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第３章． ソフト面の取組状況 

１． 高齢者向けに取り組んでいるサービス 

高齢者向けのサービスに「取り組んでいる」と回答した商店街は 33.8%で、そのサ

ービス内容としては「宅配サービス」が最も多く 66.3％、「高齢者が使いやすい量で販

売」が 37.0%となっている。 

 
図表 19 高齢者向けサービス取組状況（左)と取組内容（複数回答）（右） 

 
 
 
 
 
 
 
 

２． 商店街が独自で行っている活動 

現在行っている商店街活動では「中元・歳末期セール」が最も高く、商店街の 50.0％

が実施している。次いで「（売出し以外の）イベント開催」（36.4％）、「街路灯等の商

業基盤施設の整備（再整備）」（32.7％）となっている。 

 
図表 20 商店街の活動内容（複数回答） 

50.0

36.4

32.7

27.2

22.4

21.3

11.0

10.7

7.7

5.9

3.7

3.7

1.8

6.6

14.7

5.1

45.2

35.5

23.5

22.9

21.7

12.3

9.9

15.7

8.4

2.7

7.2

7.5

1.2

8.4

20.5

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

中元･歳末期ｾｰﾙ(福引等)

(売出し以外の)ｲﾍﾞﾝﾄ開催

街路灯等商業基盤施設整備(再整備)

商店街HPの開設

ｾｰﾙ(中元･歳末期以外)

ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞ･ｽﾀﾝﾌﾟの発行

駐車場･駐輪場の運営

商店街会員による勉強会開催

商店街青年部の組織化

宅配ｻｰﾋﾞｽの実施

瓦版など広報誌の発行

空き店舗へのﾃﾅﾝﾄ誘致

共同店舗の運営

その他

特に活動は行っていない

無回答

平成21年度調査　N=272

平成18年度調査　N=332

 

N=272

取り組ん

でいる

33.8%

特にない

57.0%

無回答

9.2%

N=92

66.3

37.0

13.0

12.0

1.1

10.9

0% 20% 40% 60% 80%

宅配ｻｰﾋﾞｽ

高齢者が使いやすい量での販売

高齢者交流施設の設置

高齢者交流ｲﾍﾞﾝﾄ

低料金買物ﾊﾞｽの運行

その他
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３． 商店街が他の主体（町内会・自治体など）と協働して取り組んでいる活動 

商店街が他の主体と協働して取り組んでいる活動は、「イベント・お祭り」（59.6％）

が最も多く、次いで「夜間パトロール」（34.9％）、「登下校見守り」（12.1％）となっ

ている。 

 

図表 21 他の主体と協働して取り組んでいる活動（複数回答） 

N=272

59.6

34.9

12.1
4.4

1.8

8.1

20.6
0.7

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ｲﾍﾞﾝﾄ･お祭り

夜間ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

登下校見守り

高齢者対策

子育て世代対策

その他

取り組んでいない

わからない

無回答

 
 

４． 商店街が今後取り組むべき活動内容 

商店街が今後取り組むべきと考えている活動内容は、「消費者ニーズに適した店舗誘

致」（26.8％）が最も多く、次いで「商店街施設の改善」（19.1％）、「街全体の再開発」

（18.0％）、「駐車・駐輪場の整備」（15.1％）となっている。 

 
図表 22 商店街が今後取り組むべき活動内容（複数回答） 

N=272

26.8

19.1

18.0

15.1

14.7

14.7

12.1

12.1

8.8

7.7

6.6

5.9

5.1

4.8

1.8

3.7

4.4

10.7

7.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

消費者ﾆｰｽﾞに適した店舗誘致

商店街施設の改善

街全体の再開発

駐車･駐輪場の整備

街周辺の道路整備

共同売り出し

大型店の出店規制

宅配･交流施設など高齢者対策

集客力のある公共施設の誘致･建設

ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞ･ｽﾀﾝﾌﾟ事業

商店街HPの開設

子育て支援

緑化活動など環境に関する取組

情報誌･ﾐﾆｺﾐ誌発行

低料金買物ﾊﾞｽの運行

その他

取り組むべきことはない

わからない

無回答
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第４章． 商店街が抱える悩みと将来の見通し 

１． 商店街の抱える悩み 

商店街が抱えている悩みで最も多くあげられたのは「売上・来街者の減少」（67.3％）

で、続いて「経営者の高齢化」（47.4％）、「後継者の不在」（34.9％）となっている。 

前回の平成 18 年度調査と比較し、次の項目については割合が増加している。 

 経営者の高齢化 前回 31.0％ → 今回 47.4％ 

 業種のバランスが悪い 前回 19.3％ → 今回 25.0％ 

 店舗の老朽化 前回  9.6％ → 今回 21.0 % 

 
逆に、次の項目については割合が減少している。 

 車社会への対応不足 前回 17.8％ → 今回 9.2％ 

 大型店との競争 前回 22.6％ → 今回 16.9％ 

 
図表 23 商店街の悩み（複数回答) 

67.3

47.4

34.9

27.9

25.0

21.0

20.6

16.9

15.1

14.0

11.4

9.9

9.2

7.7

6.3

2.6

1.1

1.5

1.5

63.6

31.0

31.3

19.3

9.6

19.0

22.6

11.7

9.6

14.5

8.1

17.8

4.2

5.4

4.5

1.8

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

売上･来街者の減少

経営者の高齢化

後継者の不在

魅力ある店舗の不足

業種のﾊﾞﾗﾝｽが悪い

店舗の老朽化

会員の商店街活動に対する意欲の低下･退会者の増加

大型店との競争

経営者の意欲低下

非会員店舗の増加

空き店舗･空き地の増加

魅力あるｲﾍﾞﾝﾄの不足

車社会への対応不足

会費収入の減少･滞納の増加

街路灯等の商業基盤施設の老朽化

その他

悩みはない

わからない

無回答

平成21年度調査　N=272

平成18年度調査　N=332

 
※ 今回の調査と平成 18 年度調査では選択肢の項目が異なるため、

比較ができないものがある。 
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２． 現在の景況感と将来の見通し 

昨年と比べた商店街の景気については、景気が「悪くなった」という回答が 80.1%

にのぼる。また、3 年後の商店街の景気見通しは、「悪くなる」（61.4%）、「変わらない」

（27.2％）を合わせると 88.6％にのぼり、「良くなる」は 6.3%にとどまっている。 

 
図表 24 昨年と比べた商店街の景気（左）と 3 年後の商店街の景気の見通し（右） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

N=272

良くなる

6.3%

悪くなる
61.4%

無回答

5.1%

変わらない
27.2%

N=272
変わらない

15.4%

無回答

1.8%

悪くなった

80.1%

良くなった

2.6%




